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本書について

本カメラには専用のOS（オンスクリーンデ
ィスプレイ（OSD）メニュー）が搭載されて
おり、スタンドアロン機能が利用できます。
顕微鏡画像に重ねてグラフィックなユーザ
ーインターフェースが表示されるオンスク
リーンディスプレイを介して操作します。 

本ユーザーマニュアルでは、スタンドアロ
ンモードにおけるOSDメニューの特殊機
能について解説しています。 

PCモードにつきましては、カメラのユーザ
ーマニュアルとライカ アプリケーション ソ
フトウェアXの「LAS Xヘルプ」をご参照くだ
さい。

OSDメニューは次の装置で使用できます。

	O 専用の顕微鏡用カメラ
	O 電子顕微鏡内蔵（追加機能もサポート
されており、例えば、自動調整された倍
率でコード化されたズームなどがあり
ます。これらの機能は、本書内では*記
号で示されています。

ライカ顕微鏡用カメラを初めてお使いに
なる前に、カメラに付属の冊子「安全に関
する注意事項」とユーザーマニュアルを必
ずよくお読みください。

冊子「安全に関する注意事項」には、取り扱
いとお手入れに関する追加の安全情報が
記載されています。

カメラの設置、操作、使用の前に、本書に加
えて上記の文書もお読みください。特に、
安全に関する注意事項を守ってください。

ユ ー ザ ー マ ニ ュ ア ル 及 び そ の
最 新 版 は 、当 社 ウ ェ ブ サ イ ト �
www.leica-microsystems.com からダウ
ンロード、印刷することもできます。

本書内で使用されるシンボルマーク：

警告！警告
この記号は、特に重要な情報で
あることを示します。必ずお読み
になり、内容を理解してください。
この表示を無視して、誤った取り
扱いをすると、以下の事態を招く
可能性があります。 

	O 人が傷害を負う危険
	O 機器の不具合や損傷

重要な情報
この記号は、よく理解するための
補足情報や説明であることを示
します。
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オンスクリーンディスプレイの概要

注記：本書内に掲載されているオンスクリーンディスプレイのスクリーンショットは英語ですが、実際の操作ではユーザーが選択した
言語で表示されます。



各メニューの操作は、付属のUSBマウスを
使ってカーソルで行います。

オンスクリーンディスプレイ（OSD）
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1.	 カメラにUSBマウスが接続されている
こと、ワイヤレスマウスの場合はマウス
の電源が入っていることを確認してく
ださい。 

2.	 USBマウスを動かします。

OSDメニューが画面左側に現れます。

3.	 シンボルマークをクリックすると、プロ
セスが開始されるか、新たにメニュー
が表示されて次の操作ステップに進む
ことができます。

カーソルがメニューバーの上に
ない場合や、開いているパネル
の上にある場合は、2秒以上マウ
スの動きが認識されないとOSD
メニューは消えてしまいます。

オンスクリーンディスプレイの呼び出し方と閉じ方
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オンスクリーンディスプレイのメニュー

アイコンの説明：

画像を撮影する。 

録画を開始・停止する。 

ホワイトバランスを開始する。

解像度や画像の向きなど、カメラのパラメータを設
定する。

設定パネルを開き、言語や日時などのパラメータ変
更や、ファームウェアのアップデートを行う。

ギャラリーを開いて、取得した画像や動画を表示する。 

[レチクル]メニューを開いて、システムが提供するオ
ーバーレイを選択する。また、[/overlay]サブフォル
ダ内の独自のオーバーレイを選択することも可能。

[測定]ウィンドウを開き、測定の実施、備考、矢印、注
釈等の追加を行う。

2枚の画像を比較する。

[設定]メニューからは、OSDメニュー内のメニュー
を個別に有効/無効に設定できます（「[設定]メニュ
ー - [一般]サブメニュー」、14ページ）。
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[カメラ]メニュー

[カメラ]ボタンをクリックすると、下図のカ
メラ設定パネルが開きます。

デフォルト
[デフォルト]ボタンをクリックすると、カメ
ラを工場出荷時の設定に戻します。

画像
保存できる画像形式：JPG、TIF、BMP。この
セクションから撮影解像度を変更します。

	O 12 MP:4,000 × 3,000ピクセル 
	O 4 K:3,840 × 2,160ピクセル
	O フルHD：1,920 × 1,080ピクセル

ビデオ
このセクションから録画時の解像度とフレ
ームレートを変更します。カメラに設定で
きるAVIムービーの形式： 

	O 1080p30
	O 720p60
	O 720p30
	O 720p15

このカメラでは、最大で29分の
動画を撮影することができます。

FAT32でフォーマットされたUSB
フラッシュドライブの場合、動画
サイズは4GBに制限されます。

輝度
自動モードと手動モードのいずれかを選
択できます。 

手動モードでは、[露光]と[ゲイン]の2つの
スライダーを動かして明るさを調節します。
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[カメラ]メニュー（続き）

ホワイトバランス

バランス機能とは、カメラチップ
を周囲の照明に合わせて、ニュー
トラルな画像を取得することが
できる機能です。 

可能な限り、ニュートラルなグレ
ーチャートやニュートラルな色の
ものを使用すると、最適な結果
が得られます。 

自 動 モ ー ド を 選 択 す る か 、�
手動モードを使用して異なるカラーゲイン
を設定することができます。

ホワイトバランスの設定方法に
ついては、「ホワイトバランス」
、27ページをご参照ください。

画像処理
スライダーを使って[ガンマ]、[シャープネ
ス]、[ノイズ軽減]などの画像処理を調整す
るか、またはスイッチを使って[グレースケ
ール]（画像をカラーから白黒モードに切り
替え）や[ネガティブ]モードを有効にするこ
とができます。 

向き
これらのスイッチで、画像を縦横に反転さ
せることができます。

デジタルズーム
スライダーかマウスホイールを使って、ラ
イブ画像のデジタルズームが可能です。右
ボタンをクリックして、現在の倍率を確認で
きます。 
* 顕微鏡の光学ズームをエンコードして
OSDで読み取る場合、表示される倍率は、
ズーム倍率×デジタル倍率になります。
専用カメラのみを使用する場合は、1.0xを
超えるとデジタル倍率が表示されます。
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[ギャラリー]メニュー 

[ギャラリー]ボタンをクリックすると、下図
の表示オプションのパネルが開きます。

カメラは、HD / 4Kモニターに画像や動画
を直接表示できます。

画像や動画の表示については、「
コンピュータを使わずに画像と
動画を表示する」、24ページを
ご参照ください。

ギャラリー機能の使用方法につ
いては、「ギャラリー機能を使う」
、26ページをご参照ください。



オンスクリーンディスプレイ ユーザーマニュアル	 オンスクリーンディスプレイの概要� 12

[レチクル]メニュー

[レチクル]ボタンをクリックすると、あらか
じめ定義されているオーバーレイ機能の
パネルが開きます。

以下の操作が可能です。

	O あらかじめ定義されているオーバーレ
イをライブ画像用に選択する。 

	O [測定]メニューから独自のオーバーレ
イを作成する。 

	O USBのサブフォルダー[/overlay]にある
フルHD PNG画像をオーバーレイとし
てアップロードする。



オンスクリーンディスプレイ ユーザーマニュアル	 オンスクリーンディスプレイの概要� 13

[測定]ボタンをクリックすると、注釈機能と
測定機能のパネルが開きます。

シンボル
マーク

機能

ライブ画像をフリーズする

[ギャラリー]メニュー内の注
釈/測定要素を使用して画像
を取得する

すべての注釈/測定要素をオ
ーバーレイとして[ギャラリ
ー]メニュー内に保存する

シンボル
マーク

機能

測定機能を閉じる

1つまたは複数の要素を選択
して削除する

1つまたは複数の要素を選択
して、プロパティを定義する
ポップアップウィンドウを表
示する（31ページ参照）

校正機能を表示する�
（41ページ参照）

1つまたは複数のアイテムを
選択して、�
そのプロパティを変更する

	O 有効:個別の要素を選択、
選択解除する 

	O ダブルクリック：全要素を
選択、選択解除する

シンボル
マーク

機能

線を描く（33ページ参照） 

矢印を描く（33ページ参照）

ラインバーを描く（長さ測
定、34ページ参照）

角度を描く（角度測定、�
35ページ参照）

円を描く（半径測定、36ペ
ージ参照）

長方形を描く（面積測
定、37ページ参照）

多角形を描く（面積測
定、38ページ参照）

ポップアップキーボードか
ら編集可能なテキストを追
加する

[測定]メニュー



[設定]メニュー - [一般]サブメニュー

一般的な注意事項
[設定]メニューには、デバイスを設定する[
一般]、[ギャラリー]、[ネットワーク]の3つの
サブメニューがあります。 
[設定]ボタンをクリックすると、下図のパネ
ルが開きます。

言語
ボタンを押して、必要に応じて言語を変更
することができます。 
以下の言語のいずれかに設定できます。
	O 英語
	O ドイツ語
	O フランス語
	O イタリア語 
	O スペイン語 
	O ポルトガル語
	O 中国語 
	O 日本語
	O 韓国語 

ファームウェア
このセクションには、ファームウェアのバー
ジョンが表示されます。

アップデートが利用できる場合は、[更新]
ボタンを押してカメラのファームウェアを
更新してください。カメラは、USBフラッシュ
ドライブに保存されたファームウェアで更
新されます。 
ファームウェアの更新プロセスを有効にす
る際には、プロセスの確認またはキャンセ
ルを行う必要があります。

機能
これらのメニューを使用して、USBマウス
のホイールやフットスイッチの機能を変更
できます。 

デバイスごとに以下の機能を選択でき�
ます。

メニュー 機能
取得 画像を撮影する 

記録 録画を開始・停止する

ホワイト
バランス

ホワイトバランス

比較 2枚の画像を比較する

また、[自動画像コピー]を選択すると、�
画像のコピーや配信の方法を設定すること
ができます。
	O [なし]:画像はコピーされません。
	O [サーバーへ]:画像がサーバーに保存さ
れます。

	O [メールで]:[ネットワーク]サブメニュー
で設定したEメールアドレス宛に画像
が送信されます。
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[設定]メニュー - [一般]サブメニュー（続き）

対物レンズ*
このセクションでは、使用する対物レンズ
を選択できます。対物レンズの番号は、対物
レンズの製品ラベルに記載されています。

スケールバー
このセクションでは、スケールバーを設定
します（タイプ、単位、色）。

例：

モニター
このセクションには接続されているモニタ
ーの機種名が表示され、モニターの解像
度を選択することができます。

モニターに正しく表示され、ちらつきがな
く、エラーメッセージが表示されない解像
度を選択してください。

情報
このセクションには、日時とシリアル番号
が表示されます。

内蔵時計の日付と時刻を変更するには、�
それぞれのフィールドに必要な値を入力
してください。 

これらのデータを保存する内蔵電池の耐
用年数は約10年です。交換は工場または
認定サービス技術者にご依頼ください。

法律上の注意事項も表示することができ
ます。

USBサムドライブ
このセクションでは、装置に接続している
USBフラッシュドライブをフォーマットする
ことができます。USBフラッシュドライブを
exFAT形式でフォーマットするには、まず
[USB取り外し]ボタンを押してください。そ
の後、新たにUSBフラッシュドライブを挿入
してください。

ビープ
このセクションでは、システムビープ（0Hz）
をオフに設定するか、個別の周波数�
（最大8327Hz）に設定することができます。

メニュー

このセクションでは、OSDメニュー内のメニ
ューを個別に有効/無効に設定できます。
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[設定]ボタンをクリックし、[ギャラリー]タブ
をクリックすると、下図のパネルが開きます。

画像ファイル名
画像名のプレフィックスを定義できます。

動画ファイル名
動画名のプレフィックスを定義できます。

時間形式
画像と動画の時間形式を定義できます。

取得
画像を取得する方法を定義できます。

	O オーバーレイなし
	O オーバーレイ
	O オーバーレイあり/なし

[設定]メニュー - [ギャラリー]サブメニュー
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[設定]ボタンをクリックし、[ネットワーク]
タブをクリックすると、下図のパネルが開
きます。 

ネットワーク設定は、イーサネッ
ト接続が確立されているか、USB 
Wi-Fiドングルが接続されている
場合にのみ表示されます。

Ethernet
ネットワーク設定からは、イーサネット接続
を設定できます。DHCPは、サーバーから自
動的にIPアドレスを取得します。DHCPが有
効でない場合は、手動で希望の値を入力
することができます。 

正しい設定については、御社IT部門にお問
い合わせください。

クライアントモード
Wi-Fiドングルを使用する場合は、既存の
Wi-Fiネットワークを利用するようにカメラを
設定することができます。[SSID検索]ボタン
を押して利用可能なネットワークを検索し、
利用するネットワークのSSIDを選択します。 

I T 部 門 が よ り 多 くの プ ロ パ テ
ィ を 必 要 と す る 場 合 は 、カ ス
タ マ イ ズ さ れ た 設 定 フ ァ イ ル�
「/data/wpa_supplicant.conf」をUSBフラ
ッシュドライブに保存してください。

正しい設定については、御社IT部門にお問
い合わせください。

メール
メール設定では、送信者のメールアドレ
ス、送信用のSMTPサーバーアドレス、ポー
ト、パスワードを設定できます。メールプロ
バイダーによっては、カメラからメール送
信ができない場合がありますが、ソフトウ
ェアのアカウントオプションを調整できる
ものもあります。受信者のアドレスに送信
先を指定しておくと、マウスのワンクリック
で画像を送信できます。
ファイルサーバー（SMB：サーバーメッセー
ジブロック）
SMB経由でファイルサーバーや共有
ディレクトリに直接画像を保存するこ
とも可能です。共有する場合は、サー
バーのIPアドレスを入力してください�
（例：//192.168.1.100/shared_folder）。

正しい設定については、御社IT部門にお問
い合わせください。

[設定]メニュー - [ネットワーク]サブメニュー
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外部デバイスを設定する

注記：本書内に掲載されているオンスクリーンディスプレイのスクリーンショットは英語ですが、実際の操作ではユーザーが選択し
た言語で表示されます。
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外部デバイスを設定する

フットスイッチを設定する
	3 フットスイッチがカメラに正しく接続さ
れていることを確認してください（顕微
鏡用カメラのユーザーマニュアルをご
覧ください）。

1.	 メニューから[設定]を選択します。

2.	 [設定]メニュー内の[フットスイッチ]の項
目から、[ハンド / フットスイッチ]を押し
たときに割り当てる機能を選択します。

メニュー 機能
取得 画像を撮影する 

記録 録画を開始・停止する

ホワイト
バランス

ホワイトバランス

比較 2枚の画像を比較する

USBワイヤレスマウスを設定する
	3 USBワイヤレスマウスがカメラに正し
く接続されていることを確認してくださ
い（顕微鏡用カメラのユーザーマニュ
アルをご覧ください）。

1.	 メニューから[設定]を選択します。 

2.	 [設定]メニュー内の[マウスホイール]フ
ィールドから、USBワイヤレスマウスの
スクロールホイールを押したときに割
り当てる機能を選択します。

メニュー 機能
取得 画像を撮影する 

記録 録画を開始・停止する

ホワイト
バランス

ホワイトバランス

比較 2枚の画像を比較する

USBフラッシュドライブを取り外す 
1.	 USBフラッシュドライブを取り外す際
は、保存中ではないことを確認してくだ
さい。 

2.	 [ギャラリー]メニュー内の[USB取り外
し]ボタンを押してから、USBフラッシュ
ドライブを抜き取ります。 
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スタンドアロンモードでの操作

注記：本書内に掲載されているオンスクリーンディスプレイのスクリーンショットは英語ですが、実際の操作ではユーザーが選択し
た言語で表示されます。
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スタンドアロンモードでの操作

スタンドアロンモードでの顕微
鏡用カメラのセットアップと電源
を入れる方法については、カメラ
のユーザーマニュアルを参照し
てください。
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一般的な注意事項

 画像を撮影する前に、USBフラッシュドライブに十分な空き容量がある
ことを確認してください。空き容量は、メニ
ューバー下側に表示されます。

 最大解像度であれば、画像1枚で1～4MB（JPEG、画像パラメー
タにより異なる）、非圧縮ファイルで最
大35MB（TIF）の容量がUSBフラッシュ
ドライブに必要です。つまり、1GBあた
り、JPEG画像約400枚、あるいはTIF画像�
約30枚を保存することができます。 

画像を取得する 
1.	 USBフラッシュドライブを顕微鏡用カメ
ラのUSB SPEEDポートに差し込みます。 

2.	 試料にピントを合わせます。

3.	 USBマウスを画面の左側に動かして、
メニューを開きます。 

4.	 画像を撮影するには、メニューの[取
得]を選択します。 

5.	 オプションでUSBマウスのホイールま
たはハンドスイッチ / フットスイッチを
押して、画像や動画を撮影することでき
ます。

確認音が鳴ります。 

画像の保存中は、ステータスライトが
赤色かオレンジ色（デバイスによりま
す）に点滅し、HD / 4Kモニターに「取得
画像」と短く表示されます。 

保存にかかる時間は、USBフラッシュドラ
イブの書き込み速度によって異なります。

コンピュータを使わずに画像を撮影する
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コンピュータを使わずに動画を撮影する

画像を取得する 
1.	 USBフラッシュドライブを顕微鏡用カメ
ラのUSB SPEEDポートに差し込みます。

2.	 試料にピントを合わせます。

3.	 USBマウスを画面の左側に動かして、
メニューを開きます。

4.	 録画を開始・停止するには、メニューの
[記録]を選択します。

録画中は、録画時間を示す時計が表示
されます。 

このカメラでは、最大で29分の
動画を撮影することができます。

FAT32でフォーマットされたUSB
フラッシュドライブの場合、動画
サイズは4GBに制限されます。

オプションでハンドスイッチ / フットスイッ
チを使用して、動画を録画することができ
ます。この機能は[設定]メニュー内で設定
する必要があります。
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コンピュータを使わずに画像と動画を表示する

ギャラリーの設定については、「[
設定]メニュー - [ギャラリー]サブ
メニュー」、16ページをご参照
ください。

1.	 メニューから[ギャラリー]を選択します。

撮影されたすべての画像と動画が表示
されます。

2.	 画像 / 動画アイコンをダブルクリックす
ると、ファイルが全画面表示で開きます。 

3.	 画像の左上にある[<]、[>]ボタンをクリ
ックすると、前の画像か次の画像に移
動できます。 

4.	 [X]ボタンをクリックすると全画面表示
が終了し、再び[ギャラリー]メニューに
戻ります。
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画像比較を使う

1.	 メニューから[ギャラリー]を選択します。

2.	 ライブ画像と比較する画像をクリックし
ます。

3.	 画像の上で右クリックします。

4.	 コンテキストメニューから[比較]を選択
します。

5.	 必要に応じて、[USB取り外し]ボタンの
下にあるスライダーを使って、画像の不
透明度を調整してください。

6.	 メニューから[比較]をクリックします。

画像がライブ画像と比較されます。 

7.	 画像を繰り返しクリックすると、表示が
切り替わります。

	– 1x:フル半透明オーバーレイ

	– 2x:横並び比較、左側の比較

	– 3x:横並び比較、右側の比較
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ギャラリー機能を使う

[測定]メニューで作成されたオー
バーレイは、自動的に[overlay]サ
ブフォルダー内に保存されます。

比較機能については、「画像比較
を使う」、25ページをご参照く
ださい。

新規フォルダーを作成する
1.	 メニューから[ギャラリー]を選択します。

2.	 [New]を選択します。 

3.	 ポップアップウィンドウにフォルダー名
を入力します。

4.	 [OK]を押して決定します。

[ギャラリー]メニューでフォルダー
を選択すると、新たに撮影した画
像はすべてそこに保存されます。 

フォルダーを削除する 
1.	 メニューから[ギャラリー]を選択し、フ
ォルダーに移動します。

2.	 フォルダーの上で右クリックします。 

3.	 コンテキストメニューから[削除]を選択
します。

中に画像を含むフォルダーは削
除できません。エラーメッセージ
が表示されます。先にフォルダー
内の画像をすべて削除してから、
フォルダーを削除してください。

画像を削除する
1.	 メニューから[ギャラリー]を選択し、�
画像に移動します。

2.	 画像の上で右クリックします。 

3.	 コンテキストメニューから[削除]を選択
します。

画像が削除されます。

削除の確認は求められず、画像
が削除されますのでご注意くだ
さい。

画像の名前を変更する
1.	 メニューから[ギャラリー]を選択し、�
画像に移動します。

2.	 画像の上で右クリックします。 

3.	 コンテキストメニューから[名前変更]
を選択します。

4.	 ポップアップウィンドウに新しい名前を
入力します。

5.	 [OK]を押して決定します。
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ホワイトバランスの設定につい
ては、「[カメラ]メニュー」、�
9ページをご参照ください。

一般的な注意事項
カメラのホワイトバランスは、�
工場出荷時設定で自動に設定さ
れており、ライカLED照明と組み
合わせて使用した場合に最善の
仕上がりが得られるように設定
されています。 

バランス機能は、カメラチップを
周囲の照明に合わせて試料をニ
ュートラルカラーで表示すること
で、ニュートラルな画像を取得す
ることができる機能です。

設定によっては、フットスイッチ
を使ってワンクリックホワイト
バランスを実行することもでき
ます。

フットスイッチの設定について
は、「[設定]メニュー - [一般]サブ
メニュー」、14ページをご参照
ください。

自動ホワイトバランス（推奨）
	X 自動ホワイトバランスモードを使用
する場合は、[カメラ]メニューで[自
動]スイッチをONにセットしてください
（9ページ参照）。 

ホワイトバランス
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ホワイトバランス（続き）

ホワイトバランスを手動調整する / ワンクリ
ックホワイトバランス
1.	 手動ホワイトバランスモードを使用
する場合は、[カメラ]メニューで[自動]
スイッチをOFFにセットしてください
（9ページ参照）。 

2.	 グ レ ー チ ャ ー ト 、 ま た
は ニ ュ ー ト ラ ル カ ラ ー�
のオブジェクトを顕微鏡の下に用意し、
カメラの画面いっぱいに納めます。 

3.	 照明の光を好みに合わせて調整します。

4.	 メニューの[ワンクリック ホワイトバラ
ンス]ボタンまたは[WB]を押します。

ホワイトバランスの値が算出され、�
カメラに適用されます。 

画像内にニュートラルなグレー
領域がない場合や照明の色味が
強い場合は、[カメラ]メニューの
自動ホワイトバランスをOFFにし
てから「赤」、「緑」、「青」の値を手
動で設定して、画像を好みの色
に調整することができます。 

[カメラ]メニューで[手動]をON
にセットしていた場合でも、[ワ
ンクリック ホワイトバランス]ボ
タンを押すと、ホワイトバランス
モードは常に「手動」にセットさ
れます。

照明の種類や色温度を変更した
際には、新たにホワイトバラン
スの調整を行うことをお勧めし
ます。黄色（低輝度）から青色（高
輝度）にシフトするハロゲンライ
トを使用する場合には、特に必
要です。 
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注釈機能と測定機能
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注釈機能と測定機能を表示する

1.	 メニューから[測定]を選択します。

[測定]ウィンドウが表示されます。

このメニュー内のアイコンの説明
については、「[測定]メニュー�
」、13ページをご参照ください。

異なる種類の注釈と測定の要素
については、以降の節をご参照
ください。

デジタル拡大鏡を使用する
	X 拡大鏡を起動または停止するには、�
ライブ画像内で右クリックします。

マウスの動きに沿って、デジタル拡大
鏡が表示されます。
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注釈と測定の要素を使う（一般機能）

注釈と測定の設定を定義する
注釈機能と測定機能を使用する前に、必要
な設定を定義します。

1.	 アイコンをクリックします。

プロパティ[メニュー]が表示されます。

必要なプロパティを選択します。

	O 色
	O 不透明度
	O 境界線の太さ

	O 文字サイズ
	O 文字の背景色 
	O 小数点以下の測定
	O 測定単位

既存要素のプロパティを変更す
るには、要素中央の四角いアンカ
ーポイント（またはパラメータ値）
をダブルクリックしてください。

プロパティ[メニュー]が表示さ
れます。

要素の種類に応じて、追加の設
定が表示されます。例：

1つ以上の要素を選択する
1.	 要素中央の四角いアンカーポイントを
クリックします。

要素が選択されます。

2.	 他にも要素を選択したい場合は、次の
要素の四角いアンカーポイントをクリ
ックします。

両方の要素が選択されます。

3.	 これを繰り返して必要な要素をすべて
選択します。

選択したすべての要素について
プロパティを変更するには、[測
定]メインメニュー内の[Aa]マー
クをクリックしてください。

プロパティ[メニュー]が表示さ
れます。

要素の選択を解除するには、ライ
ブ画像内の任意の場所をクリッ
クしてください。
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要素を動かす
	3 要素が選択されていること（「1つ以上
の要素を選択する」、31ページ）。

	X 要素を必要な場所までドラッグ＆ドロ
ップします。

アンカーポイントを動かして要素の形状や
向きを変更する
1.	 マウスを要素の上に置き、丸い白色ア
ンカーポイントを表示させます。

2.	 アンカーポイントの上でマウスの左ボ
タンを押したまま、要素の形状または
向きを変更します。

3.	 要素を変更できたら、マウスボタンを
放します。

4.	 すべてのアンカーポイントについて、こ
の操作を繰り返します。

1つ以上の要素を削除する
	3 要素が選択されていること（「1つ以上
の要素を選択する」、31ページ）。

	X アイコンをクリックします。 

要素が削除されます。

削除の確認は求められず、要素
が削除されますのでご注意くだ
さい。

注釈と測定の要素を使う（一般機能）（続き）
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テキスト、線、矢印を追加する

テキストを追加する
1.	 テキストフィールドをクリックします。

オンスクリーンキーボードが表示され
ます。

2.	 テキストを入力します。

3.	 ライブ画像内のテキストを追加したい
場所をクリックします。

注釈文が画像に追加されます。

4.	 後から注釈を変更したい場合は、テキ
ストラベルをクリックして変更してくだ
さい。

線を追加する
1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内の線の始点となる場所を
クリックします。

始点がセットされます。

3.	 線の終点となる場所をクリックします。

線が描かれます。

矢印を追加する

この機能は「線を追加する」、33
ページと同じです。

1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内の矢印の始点となる場所
をクリックします。

始点がセットされます。

3.	 矢印の終点となる場所をクリックします。

矢印が描かれます。
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長さを測定する

長さを測定する
1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内のラインバーの始点とな
る場所をクリックします。

始点がセットされます。

3.	 ラインバーの終点となる場所をクリッ
クします。

ラインバーが描かれます。

測定された長さが表示されます。
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角度を測定する

角度を測定する
1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内の角度の一端となる場所
をクリックします。

角度の一端がセットされます。

3.	 角度の頂点の場所をクリックします。

頂点がセットされます。

 
 

4.	 角度のもう一端となる場所をクリックし
ます。

もう一端がセットされ、角度が描かれ
ます。

測定パラメータが表示されます。
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半径を測定する

半径を測定する
1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内の円の1番目となる場所
をクリックします。

1番目の点がセットされます。

3.	 円の2番目の点となる場所をクリックし
ます。

2番目の点がセットされます。

4.	 3番目の点となる場所をクリックします。

3番目の点がセットされ、円が描かれ�
ます。

測定パラメータが表示されます。
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長方形を使って面積を測定する

長方形を使って面積を測定する
1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内の起点となる場所をクリ
ックします。

起点がセットされます。

3.	 角度 / 幅の場所をクリックします。

角度 / 幅がセットされます。

4.	 高さの場所をクリックします。

高さがセットされ、長方形が描かれ�
ます。

測定パラメータが表示されます。
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多角形を使って面積を測定する

1.	 アイコンをクリックします。 

2.	 ライブ画像内の多角形の1番目となる
場所をクリックします。

始点がセットされます（四角）。

3.	 多角形の2番目の点となる場所をクリッ
クします。

2番目の点がセットされます（円）。

4.	 同様に必要な点をセットしていきます�
（円）。

5.	 終点を始点につなげます。

終点を始点につなげると、多角形が描
かれます。

測定パラメータが表示されます。

多角形を閉じるには、始点�
（四角）を終点（円）とつなげる
必要があります。

多角形のアンカーポイントは編
集できませんのでご注意くださ
い。一度作成すると、その形状を
変更することはできません。
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注釈と測定の要素をオーバーレイとして保存する

	3 すべての注釈要素と測定要素がライブ
画像に配置されていること。

1.	 アイコンをクリックします。 

オーバーレイが保存されます。
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オーバーレイで画像を撮影する

	3 すべての注釈要素と測定要素がライブ
画像に配置されていること。

1.	 アイコンをクリックします。 

現行の注釈入りの画像が撮影され�
ます。
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校正を実行する

1.	 メニューから[測定]を選択します。

[測定]ウィンドウが表示されます。

1.	 アイコンをクリックします。 

[ユーザーキャリブレーション]ウィンド
ウと赤色スケールバーが表示されます。

2.	 ス テ ー ジ の マ イクロ メ ー タ ー�
（例：103 1 0 3 4 5）にピントを合わ�
せます。

3.	 ルーラー付きの赤色スケールバーの長
さを測定します（例：1 mm）

4.	 オンスクリーンキーボードから、[ユー
ザーキャリブレーション]ウィンドウに
実長さを入力します。

5.	 オンスクリーンキーボードのエンター
キーをクリックします。

6.	 [閉じる]で決定します。

測定値が校正され、新しい比率が表示
されます。
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